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行われた。中窪靖氏の司会で石本弘子氏は、「『ユ
ニコーン』における不思議な魅力を持つデニスに
ついての考察」と題して、デニスに焦点をあてた
発表をされた。次に、川本玲子氏の司会で中西
ウェンディ氏が、「The  Dual  Nature  of  The  Bell」
と題して、作中の対比的なものについて深く考察
した発表をされた。最後に小野順子氏の司会で室
谷洋三氏が「アイリス・マードックと宮沢賢治」と
題し、タゴールが両者を繋いでいるとして、3者の
関連性を明らかにされた。発表に先立って、室谷
氏は、7月の夫人の葬儀の際の学会からの生花と
弔電、会員からの弔意に対して謝辞を述べられた。
休憩を挟んで特別講演があり、平井氏の司会で近
藤耕人氏が「ベケットとマードック─水と言語─」
と題して、水と言語を手がかりに、ディケンズ、
ジョイス、ベケット、マードックの作品を取り上げ
て論じられた。
懇親会は岡山駅近くの「ホテルグランヴィア岡

山」で持たれた。研究発表に参加されたほぼ全員
の方が出席してくださったのは嬉しいことだった。
1年ぶりに顔を合わせる懐かしさと美味しい料理に、
あちこちで談笑の輪が広がった。楽しく過ごしてい
るうちにお開きの時となり、来年、東京での再会を

約して散会した。
春には退職をすることもあり、事務局を岡野氏

に引き継いでいただいた。学会場をお引き受け出
来るのも最後であるし、ぜひ発祥の地でというお
心遣いもあって、今回私の大学で開催させていた
だいた。力不足のまま長年事務局を担当して、行
き届かない点が多く、ご迷惑をおかけするばかり
だったような気がしてならない。紙面を借りてお詫
びしたい。先行き不安な状態で継続が危ぶまれる
ようなこともあったが、いろいろな方に助けていた
だいて、何とか続けられたことを心から感謝してい
る。事務的なことに時間を取られて苦慮したことも
あったが、今となってはそれも懐かしく思い出され
る。戯曲 The  One  Aloneの中で、マードックは天
使に、  “With  children  hope  returns/  Always,  and  

the  world/  Begins  again./  What  you  hear  is  the  

sound  of  the  future.”と語らせている。「children」
という語は「会員の皆様」と置き換えなければい
けないが、私も同じような気持ちでいて、学会の未
来に希望を持っている。学会の今後の発展を願い
ながら、今は少し肩の荷を降ろすことが出来てほっ
としている。

サミュエル・ベケットが後にジェイムズ・ジョ
イスの『フィネガンズ・ウェイク』（Finnegans  
Wake）となる「進行中の作品」を批評したエッ
セイの中で、ディケンズの『大いなる遺産』
（Great  Expectations）のテムズ河の描写の部分
で、言葉自体が河のヘどろ（ooze）となってピ
チャピチャ音を立てて流れていると賞賛し、ジョ
イスの言葉も何物かを意味するのではなく、言葉
自体がその何物かであり、生きて動いている。意
味が「眠る」なら言葉も眠り、意味が「踊る」な

ら言葉も踊っていると感嘆した。ここの引用部分
では黒いへどろのネバネバした触感と流動感が、
主人公ピップが脱獄囚マグウィッチをボートで国
外へ脱出させる手筈をする不安と罪の意識と陰鬱
の気分を表現している。
『フィネガンズ・ウェイク』の最終頁にいたる
部分はジョイスの作品中最も美しい詩の部分であ
るといわれている。ダブリンのリッフィー河を
擬人化したアンナ・リヴィア・プルーラベルが
ウィックリー山中に源を発して長い人生の旅を終
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えかけ、父なるダブリン湾に注いで死にいたる場
面を手紙の追伸の形で書き綴るというよりも歌っ
たページである。身にまとった木の葉は川波とと
もにつぎつぎと剥ぎとられ、河口に近づいて最後
の一枚の川波が残って、海に呑み込まれようとす
る。Luff、Lpsは波の音とアンナ =木の葉の溺れ
声だが、その中には Liffy河と leafが含まれてお
り、唇 lipと耳 listenも含まれて、自分の口から
発する声を自ら聞きながら海へ運ばれて行く。こ
の最終ページはまさにジョイスが自ら歌い、聞き
ながら創作する現在であり、孤独な創造行為の終
わり、死への道行きであるが、ジョイスは最後の
波＝葉となって大洋に流れ込む一塊の水がやがて
蒸発し、天の雲となり雨となって地上に降り注ぐ
宇宙の循環を、最後の言葉 theが再び作品冒頭の
言葉 riverrunへとつながり、作品内に循環する構
図としている。
ベケットには川の描写は殆どないが、『事の次
第』（Comment  c’est、英語版 How  It  is）は Iが
泥の中に腕を伸ばし、四爪アンカーのように両
手の指を交互に4本ずつ立てて泥を掴み、1ヤード
ずつ進む行動は、その泥の文自体が泥の川で、こ
こはジョイスのように軽快な木の葉の流れではな
く、泥まみれの身体の無言で盲目の進行である。
そして突然泥の中にイメージが見える。I  see  me

は重要な1文で、これは泥の中に「わたし」のイ
メージを見るということである。しかも「わた
し」の後ろ姿を見る。16歳の頃、少女と手をつな
いで丘の道を歩いて行く。しかし少女には関心が
なく、もっぱら自分の無様なかっこうを述べる。
イメージはふつう脳の中で「見る」ものだから、
この泥は脳味噌であるともいえる。「わたし」は
口の中から泥の言葉を喉、口蓋の粘膜、舌、歯
茎、唇を通って息をことばにかたどりながら発声

する一方で、その言葉が意味＝イメージを伴っ
て自分にも聞き手にも伝わり認識されるプロセス
を、喉の泥と脳の泥の同時の作用としてここに書
き連ねていることになる。この発想を得たのはデ
リダの『絵葉書 Ⅰ』（水声社）の哲学的詩文によ
る。
ベケットの『マーフィー』（Murphy）とマー

ドックの『網の中』（Under  the  Net）は最後の病
院の場面が形式的に似ているとしても、前者では
マーフィーが精神病院の看護人となって統合失調
症の患者エンドンと長考の続くチェスをしている
ときに、突然エンドンがチェス板に頭を落とし、
そのあとマーフィーの目と目を見合ったとき、
マーフィーはエンドンの黒目の中に自分の顔が
映っているのを見ながら自分が全く認知されてい
ないことを知り、絶対的他者の存在を相手の中に
も自分の中にも感じ取るという経験をして、それ
がベケットの文学の原点になったと考えられる。
一方ジェイクとヒューゴーの病院内での対面は、
2人の対話を実現するための仕掛けにすぎなかっ
た。
ベケットとサルトルは同時代人で、第2次大戦

中、ともにナチ占領下のパリでレジスタンス運動
に参加したが、マードックもサルトル論を書い
た後『網の中』を執筆しており、2人はサルトル
を介して思想的にも文学的にも通じ合うものがあ
る。私が1983年にパリでベケットに会見し際、彼
の文学の中の他者はどこからきているのかと質問
すると、ベケットは即座に“I  don’t  know.”と
いって頭を垂れ、長考の末、サルトルの『出口
なし』（Huis  clos）を読んだことがあるかと私に
訊き、その筋書きを丁寧に話してくれた。その
中に、  “L’enfer,  c’est  l‘autre.（地獄とは他者であ
る）という有名な言葉がある。

（明治大学名誉教授）


